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結合させた 2 と糖供与体 1 を TMSOTf を用いて縮合して、アフィニティー精製を行うことによって二糖 3 を高収率
で得た。続いてこの二糖 3 の水酸基ならびにアミノ基の脱保護とアシル化を順次行って、アシル基の全てそろった 4
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た。化学的に不安定な l 位リン酸基をカルボキシメチル基に置換した類縁体 (CM・類縁体)を選んで、それぞれ 2
残基のヒドロキシ酸とアシルオキシ酸を含むアシル化パターンの異なる 6 種類の化合物 (6a・f) を合成した。アリル
グリコシド部の酸化関裂で得たカルボキシメチル基をベンジルエステル化した糖受容体と、 3 位水酸基を Proc 基で
保護した糖供与体を用いてパルビツール酸の認識による精製を利用して合成を進めた後、接触還元によってリンカー
の切断と脱保護を同時に行って、それぞれの目的物を得た。内毒素活性を有することが知られている Rubrivivax
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論文審査の結果の要旨
本論文はアフィニティ分離法に基づく複合糖質リピドA誘導体の新しい合成と、構造類似体の生物活性について述
べたものである o 小分子間の特異的な結合相互作用を、目的化合物の選択的分離に活用することによって、複雑な構
造の多段階合成を極めて効率的に実現し、それによってリピドAの活性発現に必要な構造要因解析の道を開いた成果
は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める u
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